
２０２１年度 松蔭中学校・高等学校 自己評価報告 

松蔭中学校・高等学校 

これは分掌（各学年担任団、校務担当各部）ごとに下記要領で実施した「２０２１年度学校自己評価」を報告するものです。 

①自己評価は次の14 領域（部署）で実施しました。 

・各学年団（中学1・2年GS/中1DS～高校3 年の6 学年 7領域） 

・校務分掌各部（教務部、生徒部、宗教部、総務部、進路指導部、入試広報室、読書運動委員会 7領域） 

②評価法 

・年度初めに、評価対象、評価項目、実践目標等を設定しました。 

・年度末に、実践内容について評価しました。 

・評価は、Ａ（よくできた）、Ｂ（できた）、Ｃ（あまりできなかった）、Ｄ（できなかった）の４段階としました。 

③改善・向上策・上記評価に基づき、改善策・向上策を検討し記載しました。 

 

学年の部 

２０２１年度 中学 1年・2年 GS 

学校自己評価 （Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領

域 
対象 評価項目 実践目標 実践内容 

評

価 
改善策・向上策 

中

学 

G 

S 

 

目標 
目標の理解 

と実践 

「 Know the World: Embrace the 

Unknown.世界の有り様を知り、未知

との遭遇を楽しみましょう」という

目標の意味と中高 6 年間での位置づ

けを説明し、新しい知識との出会い

を楽しみ、知的好奇心を高めるよう

に取り組む。 

何かある度に目標を引用して今の自分

たちの位置づけを説明した。また、中学

1年生は知識をインプットする時期で学

ぶことが多いが、それが○○につながる

や○○と関係している、また○○で面白

よね？など、好奇心を掻き立てるような

声掛けを行い続けた。 

Ｂ 

色んなことができるようになったこと

で生徒たちは自信をつけたように見え

るが、まだちょっとでも難しいと感じる

ようなことがあれば、諦めてしまいそう

になる。今後も知的好奇心を高める工夫

を行いながら、その背中を常に押すサポ

ートを続けたい。 

生活指導 

指導方針の確

認 

指導体制の推

進 

校則については年度初めに教員間で

確認、また迷いが出ればその都度、確

認する。安心できる学習環境が一番、

何かが教室で起こっているようなら

すぐに教員内で報告相談連絡。 

教員間で常に生徒状況を報告し合い、校

則については指導の統一ができるよう

に、また不安をかかえている生徒がいる

なら、その指導について話し合い、生徒

や保護者が安心するよう取り組んだ。 

Ａ 

教員間で話し合い、指導について共通理

解ができた。（正解かどうかは分からな

くとも）、生徒にとって常に最善の方法

を教員間で常に話し合い、実践できた。 

学習指導 

普段の指導 

朝の音読により語彙力を伸ばし、ポ

ートフォリオで自己を振り返る。ま

た普段からの声や担任との面談を通

して、基礎学力の定着及び、学習意欲

を向上させる。 

終礼で宿題の確認を行ったり、クラス全

員で定期考査に向けて「やるべきリス

ト」を作ったり、実力考査の振り返りの

ノートを作ったりと、とにかく何のため

に、何をすべきか、また反省点は何かが

分かる振り返りの機会を多くとった。 

Ａ 

中学の段階では当たり前のようにこの

振り返りをできるようになるまで、生徒

に伝えていくことが必要。今後も声をか

け続け、常に何のために、何をすべきか

を意識させ続けたい。 

音読 

小説で叙情的な言葉を覚えたり、ニュー

スで時事表現を知ったりと多様な文章

を扱うことで語彙力や表現力を伸ばし

た。また演技指導も取り入れ身体的な表

現をも養おうと取り組んだ。 

Ｂ 

次年度は、新しい語彙を知るための音

読、表現する音読、定着すると音読と３

つに分けて、実践する。飽きがこないよ

う、色んな仕掛けを組み込みたい。 

ポートフォリ

オ 

チームスで教員と対象生徒のみが閲覧

可能なエクセルファイルを作成し、そこ

に定期考査、実力考査、評定をまとめた

表や約 20 項目の一問一答型の振り返り

ポートフォリオを作成した。情報を集約

しすぐに振り返られるようにした。 

Ａ 

生徒たちは作成したシートに記入でき

るの取り組みとしては◎だが、教員側で

のチェックに時間がかかる。もう少し、

効率よくチェックできるよう方法を改

善していきたい。 

教科横断 

教科横断型で教育課程を考え、より

深い学びを得て、なおかつ定着して

欲しいスキルを効率よく定着させ

る。 

各学期に３つずつ教科を横断するテー

マやスキルを設定し、取り組んだ。 
A 
初めての取り組みだったが、効果を実感

した。より良い形に仕上げていきたい。 

ＧＬ探究 

（総合） 

Specialist 

(プレゼンテー

ション) 

あるテーマについて学校で１番、教

員も敵わない知識を持つことが目

標。かつ、パワーポイント(PPT)を用

いてプレゼンテーションを行う。 

①学期プレゼンテーマ 

J1「企業取り組み SDGs」 

J2「日本の SDGsの弱い部分」 

合同「社会を変える取り組み」 

Ａ 

PPT を用いたプレゼンテーションの型を

習得することができた。回数を重ねるご

とに生徒たちが明らかに場慣れしてい

る様子が見えた。３学期には PPTだけで

なく、英語動画まで編集して作成するこ

とができた。内容面でも目標の通り、教



 

 

中学１年 ＤＳ  

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

中
学
一
年
Ｄ
Ｓ 

学年の目標 学年の目標の理解と実践 学年目標を「彩」とし、

様々な場面で生徒に趣旨を

説明し、声かけをする。 

１．学年集会・学年だより・各クラスでの

ＨＲ等で取り上げる。 

Ｂ ・しっかりと取り組めた場面

もあったが、常に意識をす

るところまではいかなかっ

た。継続して粘り強く声掛

けをしていく。 

②学期プレゼンテーマ 

合同「日常のなぜ～さらにその先へ

～」 

③学期プレゼンテーマ 

「好きなこと全力アピール」 

J1は日本語、J2は英語 

員が知らないような知識まで調べあげ

て発表した。教員の期待以上の成果を出

した。 

Discussion 

＆Debate 

（ディスカッシ

ョン 

＆ディベート） 

 

生徒同士で話し合い、知識を深める。

その後、小論文を作成し、生徒同士で

相互評価や教員からフィードバック

を受け、さらに良いものへ仕上げる。 

中学 1年 GS 

 自動運転の賛否、レジ袋有料化の賛

否、 

 既読スルー、割り箸の賛否、動物園の

賛否 

 防災バッグ３０、 

English Central英語動画作成 

中学 2年ＧＳ 

 新しい教科を作るなら何？、出生率の

問題と 

 改善案、ＮＩＰＴの賛否、 

The Coveがアカデミー受賞の賛否 

Youtuberの分析 

English Central英語動画作成 

Ｂ 

これまでに考えたことがあるものや身

近なものに関しては深い部分まで考察

できるが、多角的な分析が必要なテーマ

に関しては、まだ知識や足らず、事前学

習の設定を念入りに行う必要がある。そ

れと同時に、教員側の問いの設定を見直

す必要を感じている。難しいテーマの場

合は、より身近な言葉や問いにしてから

取り組むよう再度、調整する。 

Events 

（行事企画運

営） 

①奉仕活動の日、②校外学習（教員主

導）、③校外学習（生徒主導） 

 学内行事ではその意図を見極め、

適切なものを考え出し、実行する。教

員主導のものは、学んで欲しいもの、

生徒主導は、自分たちで計画実行し、

学びをデザインする。 

①学期 ⇒コロナ禍により実施できず。 

②学期  

  Ｊ１GS 大阪民族博物館、有馬 

  J2GS 須磨水族館＆総合運動公園 

  奉仕活動の日 米ぬかで動画作成 

③学期：火起こし  

B 

今年度は自分たちで企画するものが 1つ

しか実施できなかった。ただ、企画段階

からみていると、「自分たちが学びたい

事」というのは漠然としすぎ、目的設定

を行いにくいように感じた。来年度は、

テーマを設定してからの企画というよ

うに目的意識を上手く導けるよう取り

組みたい。 

News 

（時事ニュー

ス） 

時事ニュースを習慣的に読み、世界

の実状を知る。また、ニュースで使わ

れる語彙表現を学ぶ。 

気になるニュースを毎週、自分のことば

でまとめ、感想とキーワードとなる言葉

や用語を書く。その後、クラスでニュー

スやキーワードを共有し、日本や世界の

現状を知る。 

Ｂ 

取り組みましょうという声かけだけで

はただの課題となっているように感じ

た。来年度は、学校という場で取り組み、

意見を共有する場を作る。 

ミカエル

国際学校 

連携 

ＧＳＭ 

土曜日講座 

ミカエル連携

授業 

ミカエル国際学校と連携し、インタ

ーナショナルな環境で授業を受け、

英語で何かを学ぶイマージョン教育

を行う。教科横断のカリキュラム内

容を松蔭側と相談の上、決定して効

果的な授業を行う。 

満足度調査などで生徒の様子を確認し

ながら、松蔭側の要望や現在の生徒の様

子(英語レベル、英語の取りくみ、ICTス

キルなど)をその都度、報告した。 

Ｃ 

生徒及び保護者の満足度が今年度も低

い。日本語を使ってしまったり、パター

ンが同じだったりで工夫が必要。次は 3

年目、楽しくなるようなプログラムにな

るよう調整していきたい。 

実社会 

実社会とのつ

ながり 

 

企業と連携したり、外部コンテスト

に応募したりで、学びを松蔭という

枠だけにとどめず、外の社会とつな

がる取り組みを行う。 

「防災バッグ３０」の開発先である株式

会社山善より生徒小論文へコメントを

頂きフィードバック。 

English Central Award 2021応募 

有馬の欽山旅館で「おもてなしと SDGs」

の研修 

Ａ 

実際の企業と連携して学びを深めたり、

学外コンテストに応募したりで今後も

実社会とのつながりを直に意識できる

取り組みを多く行いたい。 



生活指導 指導方針の確認と指導体

制の推進 

年度初めに方針の確認をす

る。 

１．学年団全体で生徒を見守り、必要に応

じて保護者とも電話・メール・面談な

どによって連携をとる。 

２．教員間で、情報交換をこまめにおこな

った。保健室・相談室との連携も心が

ける。 

Ａ ・風紀面や生活のルールは守

れる場面も多いが、放課後

にルーズになりがちであっ

た。さらに徹底させていき

たい。 

 

学習指導 基礎学力の定着と学習意

欲の向上 

中学の授業形態に慣れさ

せ、自主的な学習を促す。 

１．授業の準備や宿題、提出物など、学校

生活の予定や見通しを手帳に整理する

習慣をつける。 

２．朝礼前の５分間を「学びのとき」とし

て、国語・数学・英語の基礎的な内容

と、手帳の活用のための時間とする。  

３．各考査後に成績不振の生徒に対して補

習を実施する。 

４．数学の成績中上位層の力を伸ばす目的

で毎週月曜日の放課後に数学特進講座

を開講する。 

５．２学期以降、全員受験の実力テスト

と、希望者による実力テストを学期ご

とに実施する。 

Ｂ ・手帳の取り組みは個人によ

って差があった。共通して

取り組む部分をきちんと定

着させることができるよう

にしたい。 

・補い生徒の補習は英数国の

３教科を中心に実施した。

効果が実感できていないと

ころもあったので、さらに

工夫していきたい。 

・希望者による実力テスト参

加者は２、３学期ともに一

定数を確保できた。次年度

もモチベーションが落ちな

いようにしたい。 

総合学習 以下に取り組んだ。 

１．マナー 

２．心のマナー 

３．ＳＤＧｓ 

 

１．マナーを実践的に学

び、学校生活や社会

における人間関係に

活かす。 

２．コミュニケーション上

の問題が多い時期であ

ることを念頭に、他者

を理解しつつ、上手に

自己主張を行えるよう

にする。 

３．ＳＤＧｓについて調

べ、理解を深める。 

１．公共の場や学校生活でのマナーやその

大切さを学習する。 

２．スクールカウンセラーによる「心の授

業」を各学期に実施する。レジリエン

スや人間関係の緊張を緩和する方法に

ついて学ぶ。 

３．ユニセフが発行している中学生向けの

パンフレットを利用して、ＳＤＧｓに

ついての調べ学習をする。 

Ｂ ・各クラスで話し合ったクラ

スの安心ルールを実践面に

結びつけるところまではで

きていなかったように感じ

られる。 

・スクールカウンセラーによ

る講座は生徒に分かりやす

く、実際に役立つ内容であ

った。日常的な指導と結び

付ける意識を教員が持つ必

要がある。 

行 事 １．夏のキャンプ 

２．秋の校外学習 

３．芸術鑑賞 

１．自然に親しみ、集団生

活の中で規律を守り、

協力しながら行動させ

る。 

２．地域の産業、歴史に触

れる 

３．臨場感ある芸術鑑賞に

よって感性を磨く。  

１．集団での過ごし方を意識する。卒業生

のキャンプリーダーのもと、友人と協

力してことを成し遂げる充実感を知っ

てもらうようにする。 

２．秋の校外学習では丹波篠山を探訪す

る。立杭焼き体験と史跡訪問をおこな

う。 

３．３学期に予定していた「わくわくオー

ケストラ」参加は、感染症の影響で中

止となる。 

Ｂ ・夏のキャンプは、感染症の

影響で１泊となり、卒業生

のキャンプリーダーの参加

がない形で実施されたもの

の、友人と協力して集団生

活を送ることを学ぶことが

できた。 

・校外学習では生徒たちは意

欲的に取り組んだ。教科指

導につながるかどうかにか

かわらず、これからも体験

する機会として大事にして

いきたい。 

・芸術鑑賞は個人で触れるこ

とが少ないので、その機会

を確保していきたい。 

 

中２ＤＳ   

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

DS 

ストリーム

の目標 

学年の目標の理解と実

践 

学年目標を「生き抜く力、思い

やる心」とし、様々な場面で 

生徒に趣旨を説明し、声かけを

する。 

学年集会・DS 通信・HR 等で機会があるご

とに触れるとともに、目標を意識しながら

指導にあたった。 

 

Ｂ 単年の目標ではないこともあり、 

定着には時間を要するが、常に意識

を持たせるように、場面場面で継続 

して粘り強く声掛けをする。 



 

学習指導 基礎学力の定着と学習

意欲の向上 

1.授業や行事予定の確認、持ち

物や提出期限のメモ、学習 

計画等に手帳を活用する 

習慣を身につけさせ、時間 

管理・自己管理に繋げる。 

 

2.成績下位層の生徒に対して 

ｻﾎﾟｰﾄを行い、底上げを図る。 

 

3.応用・実践力を試す機会を 

設け、入試等の問題を解く力

をつけさせる。 

 

4.成績上位層の生徒に対して 

ｻﾎﾟｰﾄを行い、学習意欲と 

能力をさらに伸ばす。 

5.情報収集、要約、発信力を 

鍛え、社会で必要となる能力

を身につけさせる。 

1.朝礼前の５分間を「手帳の時間」として

設定したほか、授業や HR での連絡の 

際に手帳に書かせるなど、手帳の活用を

習慣づけるようにした。定期･実力考査

前には「やることﾘｽﾄ」を作成させ、  

学習計画を手帳に落とし込ませた。 

2.定期考査の成績不振の生徒に対して、 

考査直後と次回考査前で実施時期を 

使い分けて補習を実施した。 

3.全員受験及び希望者による実力考査を

学期ごとに実施し、解答配布後には解き

直しをさせた。また、実力考査の重要性

を要所で伝え、意識付けを行った。 

4.数学の成績上位層の力を伸ばす目的で

毎週月曜日の放課後に数学特進講座を

開講した。 

5.世の中の出来事について調べ、要点を 

まとめ、意見･感想を書く「MY NEWS」を

毎月２枚ずつ提出させた。よくまとめ 

られた内容のものは廊下に掲示した。 

Ａ 1.取り組みは個人によって差が 

ある。個人に任せず全体で書かせ

る時間を増やし、手帳の利用を 

定着させ、時間管理・自己管理に

繋げていきたい。 

 

2.引き続き効果的な補習を行って

いく。 

 

3.実力考査を実施する以外にも、応

用力をつけることを意識した授

業を行っていく。 

 

4.次年度も引き続き開講し、上位層

の学習意欲と能力の向上を図る。 

 

5.提出させるだけでなく、添削など

の内容に関するﾌｫﾛｰを行うこと

で、書く力もつけさせたい。 

 

生活指導 指導方針の確認と指導

体制の推進 

1．服装・頭髪等の風紀面につい

て、学年の教員間で意思統一

して指導を行う。 

2.携帯電話やﾀﾌﾞﾚｯﾄの使い方

について、学年の教員間で 

意思統一して指導を行う。 

3.生活ｱﾝｹｰﾄを実施し、生徒の

状況把握に努め、面談やその

後の生徒対応に活かす。 

4.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染予防対策

を行うとともに、生徒に対し

て適切な指導を行う。 

1.本校の規定に照らし合わせて適宜指導

した。 

 

2.本校の規定に加え、学年でもルールを 

定め、学年集会・DS 通信・HR 等の機会

があるごとに周知し、指導した。 

3.1学期は実施できたが、2学期 3学期は

実施できなかった 

 

4.手洗い･ﾏｽｸ･換気･昼食時の声掛け･指導

はもちろんのこと、国内英語研修の訪問

施設から求められることもあり、Classi

の健康観察ｱﾝｹｰﾄの入力を徹底した。 

Ｂ 1.風紀面についての乱れはほとん

どなかったが、今後も必要な指導

を継続していく。 

2.ルールを意識しながら使用でき

る生徒が多くなったと思うが、引

き続き粘り強く指導していく。 

3.次年度は学期に 1回実施し、生徒

対応に生かす。 

 

4.声掛けをしないと対策がおろそ

かになる生徒がまだいるので、意

識づけ、習慣づけるように粘り強

く指導していく。 

 

総合学習 「いのち」についての 

学習 

 

1.命を授かるということをﾃｰﾏ

に、その偶然性や大切さを 

理解させ、「生」について考え

させる。 

 

 

2.病を抱えること、障がいを 

持つこと、死を迎えること 

などに向き合うことで、「死」

について考えさせる。 

 

3.障がいを抱えて生きる人や

死を看取る側の人など、「生」

や「死」に関わる様々な立場

の人に触れることで、「生き

方」について考えさせる。 

1.様々な夫婦にまつわるﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映像の

視聴を通して、命を授かることが簡単な

ことではないということ、生まれてくる

命が万全とは限らないことなどを自覚

させるとともに、命を授かることには 

大きな責任が伴うことを理解させた。 

2.様々な体験をもつ人の話を聴き、生きる

ことの有難さを実感させるとともに、 

いつかは死ぬということも実感させ、 

限られた時間を生きていることを意識

させた。 

3.ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ映像を視せたり絵本を読み 

聞かせたりして、自分という存在が限ら

れた時間の中の大切な 1 つの命である

ということを気づかせ、自分がどのよう

に生きていくべきかを考えさせた。 

Ａ 1.今回感じたことや考えたことを

大切にし、将来命を授かる際に生

かしてほしい。 

 

 

 

2.死から目を背けるのではなく、死

にも向き合うことで、生きること

の大切さをより実感してほしい。 

 

 

3.命や時間の大切さを実感するこ

とによって、今やるべきことをし

っかりとやり、考えをもって生き

ていってほしい。 

 行事 1.春の遠足 

 

2.秋の校外学習 

 

 

3.British Hills 国内 

英語研修 

 

 

1.自然のすばらしさ、自然の大

切さを学ぶ。 

2. 鉄道事業の社会的意義や歴

史及び水の恵みによるいの

ちの共生に触れ、学ぶ。 

3.授業で学んだ知識を活かし

つつ、英国文化を体感し、英

語に親しみながら英語力を

高める。 

 

4.学年全体で取り組み、社会の

1.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により中止と

なった。 

2.京都鉄道博物館及び京都水族館を訪れ、

実物を見たり触れたりして多くのこと

を学んだ。 

3.新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により、一度

延期して年度内の実施を試みたが、最終

的には中止することになった。 

 

 

Ｂ 1.次年度の取り組みの中で自然に

触れていきたい。 

2.生徒達は意欲的に見学していた。

感染状況も落ち着いていて、実施

できて良かった。 

3.楽しみながら英語力を高めるﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑであったのと同時に、集団 

生活における規律や協働につい

て学ぶ良い機会だっただけに残

念だった。 

4.多くの贈り先から感謝の言葉を



 

4.奉仕活動の日 

 

ためになる活動を行う。 
4.医療従事者や普段からお世話になって

いる施設や団体に対して、松ぼっくり 

ﾂﾘｰとお礼や応援メッセージを作成して

贈った。 

いただくなど、こちらの活動に対

する反応も感じることができて、

良い取り組みになった。 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

 その他 ICTの活用 1.授業や総合学習、HR活動等で

活用していく。 

 

 

2.ICT を利用した学校活動を通

して ICT ﾘﾃﾗｼｰを向上させる。 

1.教科やｸﾗｽの連絡ﾂｰﾙとして Classi を 

活用しているほか、一部の授業ではｱﾌﾟ

ﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄを利用して授業を進めたり 

課題をさせたりしている。 

2.1 の利用を介して必要なｽｷﾙを身につけ

ている。 

Ａ 1.授業での活用の余地はまだまだ

あるので、今後様々な教科での 

活用を推進していきたい。 

 

2.授業支援ｱﾌﾟﾘの利用やｵﾝﾗｲﾝ授業

を通して ICT ﾘﾃﾗｼｰは向上してい

るが、今後は資料作成やﾌﾟﾚｾﾞﾝ等

のｽｷﾙも向上させていきたい。 

 

 

 中学３年  

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

中 

学 

３ 

年 

学年の目標 学年の目標の理解と実践 ・「あなたの心を諭しの言葉

に、耳を知識の言葉に傾

けよ」 

 

１．目標は教室と廊下に掲示。 

２．HR等で取り上げる。 

 

Ｂ 

より能動的に話を理解しよう

とする姿勢を持たせたい。話を

聞いた後のアウトプットを引き

出す仕掛けが必要。 

 

 

生活指導 指導方針の確認と指導体

制の推進 

・学年団で生徒指導に関す

る目線合わせをした。 

・学校全体で決められたこ

とを丁寧に指導する。 

 

１．学年団の教員で、生徒の様子を見守り、

担任を中心に保護者とも電話・メール・

面談など必要な連携をとった。 

２．教員間で、生徒や保護者についての情報

交換をこまめに行い、保健室・相談室と

の連携にも心がけた。  

 

Ｂ 

生徒間トラブルは一様に原因

特定から解決のプロセスを踏め

るものではないので、粘り強く、

時間をかけて対応していく。 

生活指導は全教員が同じことを

同じタイミングで必ず指導でき

ればよりよくなる。 

学習指導 中学３年生としての基礎

学力の定着と中学 3 年間

の総復習・総まとめの実行 

・中学３年間で学んだこと

を復習し、整理する。 

・高校進学を前に、自主的な

学習ができるように促し

ていく。 

・「基礎学力判定試験」に対

して、しっかり取り組む

よう指導する。 

 

１．週初めの朝礼前の５分を手帳タイムと

し、自分のスケジュールの把握につと

め、計画的に学校生活が送れるよう工

夫させた。 

２． ３学期から各検定、試験に向けて朝礼

前の５分間、プリント学習を実施した。 

３． 定期考査の成績不良者に対し、補習を

実施した。 

４．全員受験、希望者受験の実力考査を、

学期に 1回ずつ実施した。 

５．全員受験の実力考査前に対策講座を、希

望者実力後に解説講座を実施した。 

６．夏期講習期間に国・数・英の講習を実

施した。 

 

B 

学年の後半には学習に対する

危機感が出てきた生徒も増えて

きたが、場当たり的な学習にな

っているように見える。長期的

視点を持ち、学習計画を立て、

進めていける力をつけさせた

い。こちらからも１年間の流れ

が見えるような形で補習等を設

定する。 

 

総合学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

「平和」についての学習 

 

・「戦争」「平和」というテー

マを考える。 

１． 紛争地域で難民支援に従事している方

から現代の紛争問題の現状について学

んだ。 

２．「戦争の恐ろしさはなにか」という観点

に立ちながら、映像を視聴しまとめ学

習を行った。 

３．被爆者講演会を実施し、戦争の現実につ

いて実体験を聞く機会を持った。 

４．班ごとに自分たちが興味を持った紛争、

戦争について調べ学習をし、クラス内で

ポスタープレゼンテーションを行った。 

 

Ａ 

どの活動に対しても熱心に取

り組めていた。理解の深さやア

ウトプットの力には個人で差が

見られた。より深く考え、それ

を表現できるよう仕掛けが必要

である。 



５．1年間の活動を振り返り、「平和」につ

いて考えたことを文章で書く。 

学年行事 

 

 

 

 

１．修学旅行 

 

２．バザー 

 

３．秋の校外学習  

１．長崎県を中心に、自然や

歴史にふれる。  

２．クラスで工夫・協力しな

がら、おもにゲーム系

の売店を担当。バザー

に協力する。 

３．大阪港湾地域を訪れ、海

洋資源について学ぶ。 

１．コロナウィルス感染症予防のため、実施

できず、代替旅行として京都を訪問し

た。 

２．コロナウィルス感染症予防のため実施

できず。 

３．海遊館を見学後、観光船で大阪湾を周遊

した。 

 

A 

当初の長崎での修学旅行は実

施できず、行先と期間を変更し

た。秋の修学旅行とあわせて、

感染症対策とのバランスをとる

ことに苦慮した。いましばらく

この状況下での行事が続くと思

われるが、教員、生徒、保護者

と共通理解を持ちながらすすめ

ていく必要がある。 

 

 

高校１年  

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

高 

 

 

校 

 

 

１ 

 

 

年 

 

学年の目標 学年の目標の理解と実践 ・自他を大切に １．目標を教室と廊下に掲示。学年集会、朝

終礼、ＨＲ等の機会や、学年だより等の

配布物を有効に使い、折に触れ思い出さ

せ、実践を促す。 

 

 

Ｂ 

様々な時間で、目標を意識した

言葉がけがなされている。  

 

生活指導 指導方針の確認と指導体

制の推進 

・年度が始まる前の会議で、

生徒指導へのスタンスを確

認。 

・常に学年団で生徒の様子を

伝えあい、情報を共有する。

公式の会議ではない場面で

も、生徒の話を教員間で交

わす。 

１．どのような取り組みにも、学年の教員全

員が協力して取り組む。 

２．生徒の様子を常に見守り、保護者とも電

話・メール・面談など必要な連携をとっ

た。特に新入生には適切な配慮を行う。 

３．学年団で、生徒や保護者についての情報

交換をこまめに行う。  

 

A 

・生徒の情報を教員間で共有し

協力して取り組むことはできた

が、より迅速に対応できるよう

意識を高めていきたい。 

・保護者との連絡を密にして、

家庭の協力を得ながら指導でき

るよう、より一層細やかなやり

取りを続けていく必要がある。 
 

学習指導 高校 1 年生としての基礎

学力の定着と学習意欲の

向上 

・ICTデバイスを使い、連絡を

こまめにしながら、自分で

学習スケジュールを管理す

ることを目標とする。 

・学校での授業はもちろん、

家庭学習などの「自主的な

学習」時間を増やしていく。 

・進路に向けて具体的に取り

組めるよう、さまざまな情

報・機会を与える。 

 

１．朝礼時に iPad を利用しながら、興味の

あるニュースをしらべる、英語講座を視

聴するなど身近な学習機材として利用

する。  

４． 全員受験の実力考査を年に３回、スタ
ディーサポートを年２回実施。 

５． 土曜日 3時間目の「課題学習」の時間を

有効に活用する。Classiの学習動画を利

用したり、自分に合った学習内容・学習

材料を各自で用意したりするなど、自主

的に取り組む。また、オンライン英会話で

の実践的な学びの機会を得る。 

６． 実力考査後の復習講座や長期休暇中の

進学補習、３学期進学補習など実力養成

のきっかけづくりをする。 

７． 冬休みに星空観察合宿を実施。 

 

B 

・手帳でのスケジュール管理に

変わり、iPadを使用する人が増

えてきた。うまく利用できてい

る生徒もいるが、学習教材とし

て十分には利用できていない生

徒もいる。また、自主的に学習

できる生徒も増えてきたが、ま

だまだ質の高い家庭学習を習慣

化するところには至っていな

い。面談等を利用して、進路指

導と並行しながらさらに自覚を

促す必要がある。 
 

 

総合探究学

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生き方・進路」につい

て 

の学習 

 

・進路シミュレーション・進 

路講話などを通して、具体 

的な進路選択を探る。 

・社会に目を向けた生き方に

気付く。 

 

１．進路実現のために、進路選択・オープン

キャンパスへの参加・学問研究の講習など

を実施。「進路の手引」や「夢ナビプログラ

ム」を利用し、各個人の進路について説明

の時間をとった。 

２．２学期には社会人の先輩の生き方から学

ぶをテーマに進路ライブを実施し、３学期

には生徒同士による「ピアカウンセリン

グ」を行う。 

３．広い意味での「進路=人としてどのように

生きるか」についても考える時間を設け

た。ユニークフェイス講演会、映画『風邪

をつかまえた少年』を鑑賞。また高１

ACTION として国際貢献活動の第一歩を体

験。 

４．主に環境問題を通して社会と関わる Blue 

EarthProject の OGによるキャリア学習、

外部から講師を招き SDGs ワークショップ

を実施。 

 

 

Ａ 

・感染症の影響により「夢ナビ

プログラム」、オープンキャンパ

スなどオンラインでの参加とな

ったものが多かったが、かろう

じて「学問研究」「進路ライブ」

や「SDGsワークショップ」は外

部から講師をお招きすることが

でき、実りの多いものとなった。

やはり可能な限り対面式で行え

るよう企画する必要がある。 

・高１ACTIONは限られた時間の

中での活動であり、生徒のモチ

ベーションに開きがあるなど反

省点も多く見られた。その反省

を生かし、３学期は各個人で企

画書を作成。それらを冊子にし、

次年度の高２ACTION につなげ

ていけるよう、取り組み中であ

る。 

学年行事 

 

 

 

 

校外学習 

 

 

  

・教室を離れ、のびのびと社

会に触れる。 

・特に高校から入学してきた

生徒たちが、在校生と知り

合える機会をできるだけ

確保する。 

１．秋に奈良・東大寺周辺の校外学習を実施。

前半は全員で東大寺を見学。後半は各グル

ープで周辺の寺院、神社などを見学。 

 

＊春の遠足はコロナウィルス感染症の影響

により中止。 

 

B 

好天のもと、のびのびと散策す

ることができた。春の活動は、

今年度は実施できなかったが、

高入生の子どもたちのことを考

えると、年度の早いタイミング

で行われることが望ましい。 

 

高校２年  

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 



 
領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

高 
 
 
校 
 
 
２ 
 
 
年 
 

学年の目
標 

学年の目標の理解と実
践 

・人はそれぞれの歌を持つ 
・星に届かないことは恥ず
かしいことではないが、手
を伸ばす星を持たないこ
とは恥ずかしいことだ。 

１．目標は教室と廊下に掲示。学年集会
や学年だよりで、できるだけ話題と
してとりあげた。高 2となり、自分
なりに進路をどうするか、決めかね
る生徒も多い中、「手を伸ばす星」は
どこにあるのか。それに届く、届か
ないは別として真剣に考えてもらい
たいと、生徒に伝え続けた。 

２．学年だよりは月 2回発行をめどに、
毎号 
朝礼等で学年主任が生徒に直接訴え

る形を 
とっている。 

 
A 

昨年は「人生の課題」とい
うフレーズを多用したが、
今年度も言い方は違って
も、同じことである。特に
コース選択や科目選択な
ど、なかなか決めることは
容易ではないが、それでも
目標は各自で設定してほし
いということ。コロナ下で
なかなか全体に訴える場を
設定するのが難しかった
が、毎回の学年だよりで
も、言葉を変えながら同じ
趣旨のことを生徒に語り掛
けることはなんとかできた
と考える。 

 
 

生活指導 指導方針の確認と指導
体制の推進 

・コロナ禍での学校生活
が、安全・安心な状態で過
ごせるよう、従来の生徒指
導・生活指導に加えて、特
に衛生面や三密回避に配
慮しながら、生徒を見守
る。 
・生徒指導へのスタンスを
学年団で共有しながら、生
徒の個々の様子にも目配
りを忘れず、真に生徒の向
上につながるよう生徒一
人一人への柔軟な対応を
心がける。 
・学年団で生徒の様子を伝
えあえる雰囲気を、普段か
ら作っておく。公式の会議
ではない場面でも、できる
だけ多く生徒の話を教員
間で交わすように心がけ
る。 

１．教員の様々な価値観の中から共有で
きる点を議論。学年の教員全員が協
力して取り組めるよう準備を行っ
た。 

２．生徒の様子を常に見守り、保護者と
も電話・メール・面談など必要な連
携をとった。 

３．学年団で、生徒や保護者についての
情報交換をひんぱんに行った。  

 
B 

・コロナ禍となり 2 年が過
ぎ、生徒も「慣れた」ように
も思える。しかし、学校生活
のリズムを乱し、またオンラ
イン授業に親和性を持ち、対
面を苦手とする生徒にとっ
ては、実際に学校で授業を受
け人と交わることへのハー
ドルがあがったという印象
がある。より綿密に生徒の気
持ちを探り、適切なアドバイ
スがさらに求められる。とは
言え、特に 2学期以降、生徒・
保護者や教員の感染が拡大
し、上記の取り組みが十分で
きたとは言えない。コロナ禍
の時代、学校の役割は何か、
対面でしかできないことは
何か、教師・学校として、何
を大切にしていくのか、今一
度考えるべき時だと思われ
る。 
 

学習指導 高校２年生として、自分
の進路や人生の目標な
どを考えながら、どのよ
うに学ぶのかを考える。 
実力テストもオプショ
ンを各自の必要に応じ
て受験するなど、基礎学
力だけにとどまらず、応
用的な力、大学などの進
学を意識した学力を視
野に入れた学習習慣を
身につける。 

・ICT デバイスを使い、連
絡をこまめにしながら、自
分で学習スケジュールを
管理することを目標とす
る。 
・学校での授業はもちろ
ん、家庭学習などの「自主
的な学習」時間を増やして
いく。 
 

１．朝礼時に iPadを利用しながら、当面
の予定を確認する習慣をつける。  

８． iPadなど、デジタルと従来型手
帳のアナログの両方を上手に使いな
がら、学習や学校生活を自律的にお
くれるよう促した。 

３．土曜日 3時間目の「課題学習」の時
間を有効に活用する。Classiの学習
動画利用などと通じ、自分に合った
学習内容・学習材料を各自で用意し、
自主的に取り組む。 

 
B 

・自分の進路がある程度明確
になっている生徒は、勉強の
パターンができてきたよう
に思える。昨年と同様、基礎
的な学習は、普段の授業にま
じめに取り組むことで、ある
程度達成できているが、それ
以上の家庭学習の時間はま
だまだ不足している。とにか
く学習時間を増やす良い方
策を考え続けたい。 
・課題学習の時間は、ほぼ私
語はない状態で学習できた。
この感覚を家庭まで延長で
きる工夫がさらに必要であ
る。 

 

総合・探求 
 
 
 
 
 
 
 
 

「進路（生き方）、東北
（震災・今考えるこ
と）」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・「進路（生き方）」 
高 1 よりの継続課題であ
る。近い将来（進学先など）
を考え、具体的に調べるこ
とと、 
長い目で見た、自分の生き
方（人生）を考えること、
という 2つのテーマを取り
上げる。 
 
・「東北（震災・今考えるこ
と）」 
震災を単なる過去の出来
事としてとらえずに、今を
生きる私たちの問題と考
える。 
 
 
答えは出ないかもしれな
いが、答えが出ないことが
考えなくてよいと言うこ
とではない。まず考え始め
る、と言うことを最重点項
目とした。 
 
 
 
 
 
 
 

１．1学期 
4月には業者（TAP）と提携し、校内 OC
を実施。40の大学・短大・専門学校よ
り入試担当教員・職員を迎えて説明を
聞き、具体的に自分の進路を考えるき
っかけとした。また、生き方をめぐっ
ては、LGBTの視点を持ち、また阪神淡
路大震災を経験した僧侶・柴谷さんの
お話を聞いた。また東北修学旅行を前
に、阪神淡路大震災で松蔭では実際に
どのようなことがあったのか、犠牲と
なった在校生の保護者はどのようなこ
とを考えたのか、あるいは当時の教職
員はどのように振舞ったのか…などを
生徒と共有した。 

 
２．2 学期には映画『心の傷を癒すとい
うこと』を鑑賞し、阪神淡路大震災時
に活動した在日コリアンの精神科医の
目を通して、震災が引き起こす問題や
生き方を考える機会を持った。また顔
に痣を持つ人の視点を通じて、差別や
いじめ、生き方について考える講演（ユ
ニークフェイス）を聞いた。 
11月の奉仕活動の日に向けて、フード
バンク関西の協力を得ながら、私たち
のすぐそばにある社会の問題にふれ、
またフードバンク活動に実際に協力す
る試みを行った。 
３．2 学期後半から 3 学期にかけては主
に進路について考える機会を持った。

 
Ａ 

●コロナの影響で高 1 時に
は、ほとんど進路関連の総
合・探求の時間が持てていな
かった。が逆に生徒たちには
新鮮だったのか、食い入るよ
うに説明を聞いていたのが
印象的だった。進路情報も量
を与えればいいというもの
ではなく、適度なタイミン
グ、生徒の「情報が欲しい」
という気持ちが生れるよう
な環境づくりが必要である。 
●新型感染症流行により東
北修学旅行は中止となった
が、震災を通じ、（単に防災・
減災の視点ではなく）災害な
どの苦境の中で人はどうあ
るべきかについても考える
機会を持てた。修学旅行中止
については残念であったが、
震災を通して、さまざまな問
題を考えることができたと
考える。 
●先達・先輩の話を聞きなが
ら、今自分にとっての人生の
課題は何かを考え続ける姿
勢、また成功、失敗に関わら
ず、その課題解決に向けて努
力を惜しまない姿勢を大切
にしたい。昨年同様、たとえ
テーマが何であれ、人間とし



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

先輩たちの話から学ぶ「進路ライブ」、
また自分の経験や意見を上手に伝える
ための「文章の書き方講座」、その延長
としての「志望理由書講座」を実施。
業者の添削をうけながら、国語の授業
とは違う視点で、文章を書くことを学
んだ。 
また、性教育講演会としマナ助産院・
永原先生のお話を聞き「いのち」につ
いてあらためて考える機会を得た。 

て大切なことはそれほど多
くはない。自分を大切に、そ
して周囲の人・他人を大切に
するという、当たり前のこと
を当たり前に考えられる人
間に育ってほしい。そしてそ
れぞれの「人生の課題」に立
ち向かっていけるよう、励ま
しを与えられるような企画
を工夫していく必要がある。 
 

学年行事 
 
 
 
 

校外学習 
 
 

  

・教室を離れ、のびのび 
と社会に触れる。 
・特に高校から入学してき
た生徒たちが、在校生
と知り合える機会をで
きるだけ確保する。 

・修学旅行を通じて、東北
の歴史・自然に触れ、ま
た震災についての学習
を行う。 

・コロナ禍で、実施が危ぶまれていたが、
秋 

に京都・嵐山で校外学習を実施。現地集
合・ 

現地解散、グループ別自由行動など、可
能な限り 

制約・制限をなくし、自律的に行動でき
るように 

企画した。 
・修学旅行は新型感染症（第 5波）の為
中止とな 

った。代替旅行（スキー研修）も第 6波
により中 

止となり、事実上修学旅行は実施するこ
とができ 

なくなった。 

 
B 

・あまり経験のない現地集
合、現地解散であったが、大
きな混乱もなく、また天候に
も恵まれ楽しい 1 日となっ
た。やや羽を伸ばしすぎたき
らいもあり、風紀面で気にな
る生徒が若干名いたのは残
念であった。 
・コロナ禍に振り回された感
がある。代替旅行も中止とな
り、これ以上の企画もなかな
か困難な状況である。 

 

高校３年  

学校自己評価（Ａ よくできた   Ｂ できた   Ｃ あまりできなかった   Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

高 

校 

３ 

年 

学年の目標 学年の目標の理解と実践 「門を叩け、さらば開かれん 

Knock, and it shall be 

opened unto you.」 

・目標は教室と廊下に掲示。また、学年

集会、朝終礼、ＨＲ等の機会や、学年だ

より等の配布物を有効に使い、折に触れ

思い出させ、実践を促す。 

Ｂ さまざまな場面で、もう少し、

主旨を理解させ、浸透できるよ

うに啓発した方が良かった。 

生活指導 指導方針の確認と指導体

制の推進 

年度当初に指導方針を明確に

し、具体的な体制を確認する。

教員一丸となって取り組む。 

 

・どのような取り組みにも、学年の教員

全員が協力して取り組む。 

・生徒の様子を常に見守り、生徒としっ

かりと関わる。 

・学年の教員の間で、常に生徒の情報を

交換し合う。 

・クラスによって指導に違いが出ない

ように、基準の確認を怠らない。 

・保護者との信頼関係を深める。気にな

ることは連絡し合える体制を作る。 

・週に１回の学年会議（生徒情報）で、

日々の生活面の情報交換を実施する。 

Ｂ ・毎週の学年会議で、生徒情報

の共有ができたことは、非常に

良かった。指導事項に対しても、

協力して取り組めた。 

・保護者との協力関係も電話・

メールにおいて、ある程度築か

れている。 

学習指導 高校３年生としての学力

の定着と進路に向けた活

動を通した学習意欲の向

上 

必要な学力を定着させ、さら

なる学習意欲の継続・向上を

促す。 

自主的な学習ができるように

促していく。 

進路に向けて具体的に取り組

めるよう、さまざまな情報を

与える。 

Classiを活用し、ポートフォ

リオを作成する。 

 

・朝礼前の５分を「学びのとき」とする。

課題は各自が設定し、自学自習とする。 

・１学期、土曜日の３時間目は､各自課

題に積極的に取り組む時間とした。 

・英語検定・漢字検定も取り組む。 

・長期休暇中も必要な講習を実施する。 

・平日も必要な講習を実施する。 

・必要に応じて面談を実施し、個々に応

じたきめ細かい指導を行う。 

・自習室の積極的な活用を促す。 

Ｂ ・学びのときは、早くから登校

して取り組む生徒と、ギリギ

リに登校する生徒の２極化と

なった。健康観察の入力後、自

学自習が中心となった。 

・英検・漢検も積極的に受験を

促した。英検は、受験に必要な

級の取得に向けて取り組んだ。 

・講習は、受験に必要な科目を

設定し、休暇中のみならず、平

日も個別に対応して実施した。 

・個別設定によって、多くの先

生方に時間をいただいたが、生

徒にとっては良い環境であっ

た。 



進路指導 目標設定と学力向上によ

る進路実現 

高校３年生で目標を明確に

し、進路実現に向けた学習意

欲の向上必要な学力の定着を

促進する。 

・進路説明会 

４月に実施し、年間予定を伝える。 

・進路調査 

年に３回（４月・７月・９月）実施し、

その都度進路に向けた個人面談を実施

する。 

・実力考査 

 全員受験の実力考査を年に３回（４

月・５月・９月）実施する。また、オプ

ションとして追加受験も設定する。 

 希望者の共通テスト模試や記述模試

も実施する。 

・校内オープンキャンパス 

 看護医療系ガイダンス・松蔭大説明

会・外部大学や専門学校の入試説明会を

実施する。 

・小論文対策 

 入試で小論文が必要な生徒に対し、個

別指導を行い、小論文模試も実施する。 

・指定校推薦決定者への指導 

 進路に関する本を読んで、レポートを

作成・提出させる。指定校進学に関して、

必要な補習科目があれば実施する。 

  

 

 

Ａ ・４月の学年集会時に、進路説

明会を実施した。 

・進路調査後はそれぞれ個別に

面談指導を実施した。 

・通常の実力考査を実施し、さ

らに必要な生徒は追加受験（数・

理・社）を実施した。 

・希望者による共通テスト模

試・記述模試も実施し、国公立

や難関私大を目指す生徒は受験

した。 

・校内のオープンキャンパスで

は、興味ある学問分野や大学の

説明を聞き、積極的に取り組ん

だ。 

・看護医療系や内部推薦は、志

望者が積極的に受講していた。 

・小論文の必要な生徒は、個別

にしっかりと取り組んだ。小論

文模試にもチャレンジした。 

・指定校推薦決定者には、３冊

の本を読ませ、それぞれのレポ

ート作成を課題にした。熱心に

課題に取り組んだ。 

 

 

総合探究 文章の書き方トレーニ

ングと論文作成 

文章の書き方を学び、最後

は、各自のテーマに基づいた

論文を作成する。 

 

 

 

 

 

 

・トレーニングノートによる文章の書

き方を学び、意見作文テストを実施す

る。 

・論文作成において、図書館レファレン

スを実施する。また、中間発表等でグル

ープシェアリングを実施し、最終的には

データ入力させて提出させる。 

 

Ｂ ・テキストを中心に文章の書

き方を進め、意見作文のテス

トもしっかりと受験した。 

・論文は、小グループでシェア

リングや発表を経て、最終的

にはワード等にて入力して提

出を求めた。 

 

学年行事 遠足 

 

 

自然に触れ、友人との親交を

深めるように促す。 

 

布引ハーブ園への遠足を企画する。 

 

 

Ｄ 

 

 

・コロナにより遠足は中止と

なった。 

 

３学期のプログラム ３学期プログラム 

１）必須プログラム 

 ①進学補習 

 ②Blue Earth Project 

 ③探究レポートプログラム 

 ④体験プログラム 

（シーボンアート） 

２）選択プログラム 

 ①図書館司書体験 

 ②ゴルフ体験実習 

・受験継続者は共通テストをはじめ、一般

入試に向けて各自の進路に合わせた進学

講習を受講した。 

・指定校の進路決定者は「Blue Earth 

Project」か「探究レポートプログラム」

のいずれかに参加を義務づけた。 

・進路決定者の中から希望者をつのり

「女子高生が社会を変える」をキャッチ

フレーズに、環境問題の活動に取り組む 

Blue Earth Projectを行った。 

・テーマ「海洋プラスチックゴミ削減」 

・選択プログラムは、これまで通り、２

種類で実施した。 

 

Ａ ・受験継続者は、進学補習に熱

心に取り組んだ。 

・Blue Earth Projectは、学

外イベントが中止となってい

く中、校内でのステージ及び

ブース活動を設定し、有意義

な活動を体験できた。外部で

啓発活動を実施できまかった

が、生徒の意識は高まった。 

・探究レポートもテーマに沿

って、レポートをパワーポイ

ントで作成し、発表の場を持

った。最終的にペーパー以外

にもデータでの提出を義務づ

けたが、よく頑張っていた。 

・選択プログラムは、少数であ

ったが積極的に参加した。 

 

2021年度 学校自己評価（校務部） 

教務部 （Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 次年度への改善策・向上策 

教 

 

務 

 

部 

 

 

教育課程 教育課程の作成 １．基礎的な学力を身につ

けさせる。 

わかりやすい授業をめざすだけでなく、

小テストの繰り返し、定期考査後の補講

（学力下位層への指導）などによって、生

徒の基礎学力の修得に力を入れた。 

中学 1 年生・高校 1 年生は ICT デバイス

を個人所有として導入し、生徒のよりよ

い授業理解のために工夫をした。 

コロナ等による出席できない生徒には、

Teams や Zoom 等を活用してオンラインで

の在宅学習をフォローした。 

A オンラインによる在宅学習に

ついて、更に整備をすすめる。 

引き続き授業改善に努めると

共に、学力下位生徒への学力指

導について検討をすすめる。 

新高１より高校指導要領が始

まることに伴い、新指導要領の

3 観点を意識して、授業づくり

に取り組む。 

ICTも積極的に活用する。 



２．生徒の学力や進路に応 

じた、きめ細かい指導を行

う。 

 

 

英語・数学で中３以上では、グレードクラ

ス、特別クラスを編成した。高校では選択

科目を設置して進路に応じた指導を行っ

た。中１・中２では、数学の能力・意欲が

高い生徒対象に特進講座を設定した。 

英検対策講座は水曜日、高校２・３年生対

象校内予備校は月曜日と土曜日に、それ

ぞれ希望者に対して実施した。 

長期休暇中の講習も 2021年度は積極的に

設定できた。 

B コロナ禍の状況を見ながら、各

学力層に応じた講座の設定、内

容の一層の改善をはかる。 

2021 年度より進学補習が高校

全体で認められたため、さらに

プログラムを拡充させる。 

特に高１DS特進について、ポリ

シーを意識した適切な指導を

行う。 

ICTも積極的に活用する。 

３．生徒の学力を正確に把 

握し評価する。 

 

 

 

 

学力把握のため、定期考査以外に実力考

査を学期ごとに年間 3回計画した。 

学習意欲の向上をはかるため、英語検定

や漢字検定などを実施した。 

中学 3 年生には現時点での自分の学力を

意識させるため、全国学力・学習状況調査

や基礎学力判定試験を受験させた。 

B 実力考査や定点観測から把握

できる生徒の状況に応じて、よ

りよい対応を考えていく必要

がある。また、新しい指導要領

に基づいた適切な評価が出来

るよう、各教科での準備を促し

ていく。 

４．体験的・問題解決的な 

学習を展開する。 

総合的な学習・探究の時間で自主的な調

べ学習、体験的・問題解決的な学習を展開

した。また、主体的な学びについての研究

を進めてもらうよう促した。 

高２・中３修学旅行や留学プログラムな

ど、校外での様々な体験・事前学習等の機

会を計画した。（ただし、コロナ禍のため

高２修学旅行は中止になった。） 

B 総合的な学習の時間の取組に

おいて、生徒が主体的な学びを

実践できるように各学年で改

善を加える。 

特に中３総合・高１言語探究に

ついては、週 2時間となるため、 

より深い学びとなるよう、外部

の力も借りながらすすめる。 

研修 教員の研修 教員の資質を向上させるた 

め適切な研修を行う。 

昨年度、導入した Microsoft365 Teamsを

松蔭中学校・高等学校のオンライン授業

のメインアプリとした。 

よって、使用方法の動画を作成し、それぞ

れの教員が Teams のグループを作れるよ

うにした。 

 

B コロナ禍だけでなく、様々な 

状況変化があったとしても ICT

を利用した授業ができるよう

に研究・促進していきたい。 

また、先生方が ICTを利用した

授業を積極的に取り入れてい

きたいと思うような仕組みを

考える必要性である。 

そのためには、多くの事例を 

集め提示することが必要で 

あり、Findアクティブラーナー

などを継続導入し、周知を  

図り、視聴をすすめることが 

重要である。 

国 際 理 解 

教   育 

国際交流と国際理解 適切な国際交流行事を行

い、他国の歴史や文化に対 

する理解を深めさせる。 

1学期には、ニュージーランドのセント・

ピーターズ校との春季短期交換留学も聖

明女子中学校の来校も新型コロナウィル

ス感染症の影響により中止された。夏休

みのセント・ピーターズ校への生徒派遣

も、信明高校・聖明女子中学校への派遣も

中止された。聖明女子中学校とペンフレ

ンド交流を、信明高校とオンライン交流

を行い、親交を深めた。 

 7月には本校の外国人教師 3人で 1-Day 

English Camp を、12 月には 2 泊 3 日の

Yolo English Campを行い、異文化と言語

の理解を深めた。 

3学期には、信明高校からの来校が中止

された。 

B いつも行うプログラムが新型

コロナウイルス感染症の影響

により中止された。来年度に向

けて、来年度も中止される場合

は、代替の国内プログラムを準

備する。ニュージーランドのセ

ント・ピーターズ校や韓国にあ

る姉妹学校（聖明女子中学校と

信明高校）とも、交流を図るよ

う改善を進める。 

芸 術 文 化 

教  育 

 

芸術鑑賞行事 

 

適切な芸術鑑賞行事を設定

し、実施する。 

 

2021 年度は演劇鑑賞を企画していたが、

新型コロナウィルス感染症に伴う対応と

して中止となった。2021 年度に予定して

いた演劇鑑賞は 2023年度に再度企画する

こととなった。 

D 

 

来年度は音楽鑑賞がテーマの年

となり、2020 年度に中止した

「舞太鼓あすか組」の鑑賞を企

画している。感染症対策のため、

来年度は神戸文化ホールの大ホ

ールを利用する。 

学校行事 

 

適切な学校行事の設定 さまざまな学校行事におい

て、生徒の運動能力や自主

性を高めることをめざす。 

運動能力向上・自主性向上のため、様々な

学校行事を計画したが、コロナ禍のために

中止または変更を余儀なくされた。 

体育祭は中高別に、球技大会は２学年ずつ

に時間帯を分けて実施した。文化祭は「中

３～高３」と「中１～中２および保護者」

対象の 2日間で開催した。中１キャンプは

1泊 2日に変更して実施した。中３修学旅

行は代替日程で実施した。 

残念ながら、中２英語研修・高２修学旅行

等は中止となった。 

B 感染症対策に留意しながら、可

能な限りの行事を実施できるよ

う検討する。ただし、年間の各

種行事のバランスを検討するこ

とも必要である。 



 

生徒部 （Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

生
徒
部 

生活指導 

服装規定の遵守 ・正しく制服を着用し、頭髪

も自然のままにしてお

く。 

・担任・学年を中心に指導する。その上、

違反者の生徒を生徒部でも指導する。 

・頭髪については「長い髪の毛をくくるよ

う心がける」の指導を学年中心に積極的

に行う。 

・状況に応じて、服装検査を実施する。 

 

 

B 

日常的な指導を各教員がおこ

なっているが、定期的に検査を

おこなうことも検討しなけれ

ばならない。 

登下校のマナー ・交通ルール及び公共のマ

ナーを守らせ、寄り道を

しないようにさせる。 

・あいさつの励行 

 

・日常的に登下校指導の実施。 

・歩きスマホをしないなど具体的な内容

の指導の徹底をする。 

・関係機関と連携しながら補導活動（バス

列車補導も含む）を定期的に実施。 

・教員が積極的にあいさつするよう心が

ける。 

 

 

B 

随時、指導はおこなっているも

ののなかなか生徒の行動に反

映されていない。特にコロナ禍

の中公共の場でのマナーは徹

底させたい。 

ICT端末についてのマナ

ー 

・校内のルール（指定された

場所・時間以外出の利用

禁止など）の遵守 

・ルールの徹底 

・各教員の積極的な指導・声かけを実施す

る 

 

B 

スマホ以外にも、ICTディバイ

スを使用するようになり、使用

の仕方、使用の場面の区別をさ

せなくてはいけない。 

紛失・盗難の撲滅 ・教室の戸締めの徹底及び

貴重品の管理を徹底す

る。 

・移動教室の際は、戸締めをさせ、貴重品

（携帯電話や財布）は担任が預かる。ク

ラブ活動においての貴重品管理を各部

徹底する。また、校内を巡回し紛失・盗

難を未然に防ぐ。 

 

Ａ 

 

被害件数がゼロであった。次年

度以降も続けていきたい。 

各種講演会の実施 ・スマートフォン、携帯電話

の正しい使い方を身につ

ける。 

特に、インターネット、

SNS の利用について正し

い知識を身につける。 

・薬物に対する正しい知識

を身につけ、自分自身の

身を守る。 

・「ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ」、「薬物乱用」に関する講

演会を年 1 回開きそれぞれの持つ危険

性をうながす。 

・スマートフォン・携帯電話を朝礼で預け

る。SNSなどの不適切な書込については、

発見次第随時指導する（ｽｸｰﾙｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝに

も依頼）。 

 

 

 

 B 

コロナ禍の中、実施することが

できなかった。講演会以外でも

情報提供していくことが今後

必要。 

 生 

 徒 

 部 

美化指導 

校内美化・清掃の推進 ・トイレ・教室の使用マナー

の向上 

・毎日の清掃活動の徹底 

・各行事の美化委員の役割

分担と大掃除の実施 

 

・使用マナーを呼びかける。 

・毎日の掃除をきちんとおこなう。 

・大掃除では、各クラスの役割分担を美化

委員が考える。 

・行事のとき、美化委員は仕事を分担し、

美化に努める。 

 

 

Ｂ 

新型コロナウィルス感染症の

影響により、トイレ掃除はおこ

なうことができなかった。行事

では体育祭のみ、各クラスに呼

びかけをし、運動場で使用した

椅子の脚拭きをおこなった。次

年度以降も可能な範囲で活動

をおこなってく。 

ゴミの減量化・分別の徹

底・リサイクル活動の推

進 

・ゴミの減量化 

・ゴミの分別 

・ペットボトルのリサイク

ル活動の推進 

 

・できるだけゴミを出さないよう呼びか

ける。 

・どうしても出るゴミは分別する。燃える

ゴミは小さくして捨てる。段ボールや古

紙などは倉庫へ運びリサイクルに役立

てる。 

・教室のペットボトルは掃除当番がゴミ

ステーションに持って行き、処理する。 

・美化委員はリサイクル処理をおこなう。 

 

 

Ｂ 

新型コロナウィルス感染症の

影響により、美化委員が担当す

るペットボトルのリサイクル

処理ができなかった。 

生 

 

生徒会活動の活性化 生徒会活動に興味・関心が

湧くようそれぞれの活動に

工夫を凝らす。 

・あいさつ運動の継続。 

・マナーアップキャンペーンやあしなが

奨学募金など外部のボランティア活動

への積極的な参加。 

 

Ｂ 

可能な範囲でのあいさつ運動

の実施。各学校行事のお手伝い

をおこなった。次年度も継続し

つつ可能な範囲で活動の幅を

戻していく。 

徒 生徒会指導 学校行事の充実 体育祭・文化祭をよりよい

ものに変えていく。 

・体育祭運営をよりスムーズに行う。 

・競技について検討し、グループ内での一

体感を持たせる工夫をする。 

・文化祭はテーマに基づき、それぞれの舞

台演技・展示の充実を図る。 

・その他学校行事において積極的に参加

するとともに生徒会としても生徒の自

治能力を向上させる。 

 

 

Ａ 

文化祭では、舞台鑑賞の時間・

展示の時間をわけ文化部の活

動をしっかり一般生徒に鑑賞

させた。今後も継続していきた

い。 

体育祭は昨年同様種目数を絞

り、中学生と高校生で午前・午

後に分けて実施した。次年度も

状況に応じた実施の仕方をし

たい。 



部  各委員会の積極的な活

動 

評議・執行・美化・保健・特

別の各委員会に目標を持っ

て生徒主体の活動を目指

す。 

・評議委員会等の連絡が円滑になるよう

工夫する。 

・ゴミの分別を確実に行う。 

・生徒会関係冊子の充実に努める。 

 

 

Ｂ 

コロナ禍の中、十分な活動はで

きなかったが各委員会工夫し

ながら活動した。 

  

防火管理体制の整備 

自衛消防の努力 

 

年３回の避難訓練の実施を

目標とし、教職員および生

徒の防災火意識を高める。 

・予告しておこなう訓練と抜き打ちでお

こなう訓練とを行い、どちらの場合でも

きちんと避難できるようにする（地震発

生想定訓練を含める）。また、教職員対象

に火災報知器訓練を行い、各教職員が対

応できるようにする。 

・南海トラフ大地震を想定した、防災教育

を開始する。 

 

 

Ａ 

3回の訓練を通して、非常時の

動きの確認、防災意識の啓発を

おこなった。継続して意識の向

上をはかる。 

  校内危機対応意識の啓

発不審者への対応 

それぞれの役割を把握し、

不審者対応講習を行う。 

・教職員は、校門指導・下校指導と連動し、

不審者から生徒の安全を確保する。 

Ａ 日常生活における防犯意識を

持つように働きかける。  安全教育 

 

 

生 

徒 

部 

全校生徒（特に自転車通

学者）への安全意識の啓

発 

全校生徒を対象に年１回の

講習を行う。 

・自転車通学者リストを作成し、交通安全

講習会を行う。講習会は、外部講師また

は啓発 DVDを使用し、登下校時の交通安

全意識を高める。 

 

Ａ 

自転車に乗る人も乗らない人

も、交通安全意識を高めるよう

働きかける。 

応急処置の意識の啓発 緊急時に正しく的確な応急

処置ができるようになる。 

・年一回、ＡＥＤを用いた心肺蘇生法の講

習会を行う。継続的に講習会を行うこと

で、より新しい情報を取り入れ、各教職

員の応急処置の技術・知識を向上させ

る。 

 

Ａ 

 

 

7月に実施。継続して緊急時の

応急処置に備える。 

 

性教育 実態に応じた性教育の

推進 

性に関する問題・現状を知

り、思春期の心身の発達を

正しく理解する。 

・性について様々な角度から継続的に学

び、性に対する考えを深める機会とし

て、中高一貫の６年間に年１回は性教育

を実施する。中学１年・２年・３年生、

高校２年生では性教育講演会をおこな

う。中学２年生、高校１年・３年生では、

保健の授業で取り扱う。また、総合学習

や他教科とも連携し、性についての正し

い知識の浸透を図る。 

 

 

Ａ 

新型コロナウィルス感染症の

影響による対応が必要であっ

たが、全ての学年で予定してい

た講演会を実施することがで

きた。 

 

 

宗教部 （Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

 

領域 

 

対象 

 

評価項目 

 

実践目標 

 

実践内容 

 

評価 

 

改善策・向上策 

 

 

 

 

 

 

 

宗 

教 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常礼拝の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話者当番 

 

 

 

 

各学年等にお話の当番をス

ムーズに割り振る。 

多様な方々に話をしてもら

う。 

 

・学校行事等の時期も考慮に入れ、副校長

や当番学年へ事前連絡をし、担当日を

決めてもらった。 

・体育祭後に写真部の協力によりメモリ

アルスライドショーを行った。 

Ｂ 
 

 

 

 

教員のみならず、職員や松蔭に

関わる方々等にもっとお話し

していただけるようにしたい。 

 

奏楽者当番 

 

 

学校行事や式典の奏楽者を

手配し、日時および聖歌番

号を事前連絡する。 

・学校行事や式典が決定次第、手配した。 

 

 

Ａ 

 

 

奏楽者への事前確認を直前に

入れるようにする。 

 

生徒の参加に関する指

導等 

 

定時から落ち着いて礼拝が

始められるよう指導する。 

・礼拝前に心を落ち着けて礼拝を始める

ことができるように指導した。 

 

Ａ 

 

 

早めに講堂へ集合し、静かに礼

拝を待つという体制は、できて

きたように思われる。 

日常礼拝の見直し 

 

 

 

日常礼拝の回数を少しでも

現在より増やす。 

 

 

・かつては毎朝おこなわれていた礼拝の

メリット、デメリットを考え、よりよい

礼拝の形と回数の検討を重ねた。 

 

Ｃ 

 

 

 

日常の学校生活の様子を見つ

つ、礼拝の回数を増やせるよう

に検討を今後も続けて行く。 

特別礼拝の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説教者の選定 

 

 

それぞれの時点でふさわし

いと思われる方を選定し、

依頼する。 

・それぞれ、わかりやすく有意義な話をし

ていただいた。 

 

Ａ 

 

 

幅広い分野の方々に依頼でき

るよう、普段から情報を集め、

関係をつくっておく。 

オルガニスト・聖歌隊

手配 

活動への参加が決まり次

第、正式な依頼をする。 

・参加が決まり次第、正式な依頼を行っ

た。 

Ａ 

 

連絡を密にとって、これからも

連携していきたい。 

式次第・式文の作成 

 

 

説教者や聖歌隊と連絡を取

り、式次第･式文をチャプレ

ンが作成・準備した。 

・各々の式にふさわしい選曲、聖句やお祈

りなどを選択できた。 

 

Ａ 

 

 

滞りなく準備ができた。 

 

 

礼拝形式 

 

 

 

 

様々な形式での礼拝を行っ

ていく。 

 

 

 

・ｲｰｽﾀｰ礼拝は、日本ｷﾘｽﾄ教団神戸東部教

会の古澤啓太牧師に依頼した。 

・1学期・宗教週間の特別礼拝のお話は神

戸松蔭女子学院大学のチャプレンに長

田司祭に依頼した。 

Ａ 

 

 

 

 

それぞれの礼拝を守ることが

できたのはよかった。 

次年度以降もどのような形式

での礼拝がいいのか検討を続

けていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２学期宗教週間の特別礼拝は、広島平和

礼拝が実施できていない中、平和教育・

署名活動の意義等を伝えるべく、広島

女学院 OG、並びに生徒さんにお話を依

頼した。 

・クリスマス特別礼拝は中高別にキャン

ドルサービスを実施し、日本聖公会明

石聖ﾏﾘｱﾏｸﾞﾀﾞﾚﾝ教会の林司祭にお話を

依頼した。 

・奉仕の日の開会礼拝は、ZOOMを用いてﾚ

ｵﾉﾗﾁｬﾍﾟﾙから配信で行った。 

・震災記念礼拝は、講堂に全学年を入れて

行った 

・礼拝の献金は各種団体に送った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他礼拝 

 

 

参加自由礼拝の企画 

 

 

親しみやすい集まりを持ち

キリスト教に興味を持って

もらう。 

朝の祈り、ヌーンサービス、お誕生日礼

拝、逝去者記念礼拝、震災記念の祈りを行

った。 

Ｂ 

 

 

これからも生徒へ呼びかけ、参

加を促していきたい。新たな企

画や改革も行いたい。 

宗教部企画

の諸行事の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種プログラムの企画

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が参加したくなるよう

なプログラムを企画立案

し、生徒に提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1学期の宗教週間中は、オルガンコンサ

ートを行った。 

・2学期の宗教週間中は、レオノラチャペ

ルで松ぼっくりクリスマスツリー、ク

リスマスリース作り、広島女学院生徒

たちとの交流会などを行った。 

・にじ作業所のパンの販売を実施した。 

・図書館との協賛でブックリサイクルを

行った。 

・2学期の宗教週間には近隣の教会の牧師

を招いてクラス講話をレオノラチャペ

ルで行った。 

・3月 11日の東日本大震災の日の放課後、

近隣の記念碑を見て回る「震災記念碑

めぐり」を計画した。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の中、一部再開したも

のの、例年の活動は十分できな

かった。今後も情報宣伝活動を

より積極的に行い、多くの生徒

の参加を促していきたい。ま

た、新たな企画についても立

案・開拓していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

オルガンレッスン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オルガンレッスン生を適宜

補充し、定期的にレッスン

を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レッスンは、計 9回行う事ができた。ま

た、レッスン生補充のためのオーディ

ションは、1 学期末 2 学期始めに行っ

た。 

・ 

・聖ミカエル教会でのレッスンは、コロナ

禍ということで実施できなかった。 

・レッスン生には 1 学期と 2 学期に礼拝

奏楽奉仕をしてもらった。 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で感染予防対策をし

っかりとった上、再開できたの

はよかった。 

チャペルのオルガンの購入を

本格的に考えていく。（卒業記

念品として費用を積み立て中） 

 

 

 

 

各奉仕活動

の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特別養護老人ホーム 

きしろ荘の訪問 

・各教会バザーの参加 

・災害支援キャンプの

開催 

・にじ作業所の 

 支援パン販売の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・施設との話を密にし、利用

者、生徒共にプラスにな

るプログラムを考える. 

・苦しい状況にある人々を

忘れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長年行ってきたきしろ荘での諸活動は、

先方施政の都合によりできなくなっ

た。 

・「オープンスクール」の時に行っていた

チャリティ売店は、コロナ禍で実施を

見合わせた。 

・春休みの「ワーク・キャンプ」はコロナ

禍のため企画しなかった。 

・コロナ禍で販売場所が制限されたにじ

作業所（パン工場なないろ）を支援する

ため、11 回の支援パン販売を企画した

が、7回実施できただけで、4回は感染

拡大のため中止となった。 

・神戸聖ミカエル教会、神戸聖ヨハネ教会

でのバザーも中止となり、参加出来な

かった。 

Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・奉仕活動のほとんどが、新型

コロナ感染症の影響により

実施できなかった。 

・新しい訪問場所や関わり方

について、今後検討してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験学習の

実施 

 

 

真生乳児院の育児体験 

 

 

 

施設との話を密にし、利用

者、生徒共にプラスになる

よう、プログラムを考える. 

・１・２学期、土曜日の午後に実施してた

が、今年度はコロナ禍の中、すべて実施

できなかった。 

 

─ 

 

 

 

コロナ終息後の再開に向けて

今後も情報宣伝活動をより積

極的に行い、多くの生徒の参加

を促していきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育活

動の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒向けの人権研修の

企画立案 

 

 

 

 

 

 

 

今の社会をとりまく諸問題

について、的確に生徒に伝

えることができるよう企画

立案する。 

 

 

 

 

 

・外国人の人権問題というテーマで今回

は、猪飼野セッパラム文庫主催の藤井

幸之助氏に講演をしてもらった。講演

後ミニ感想文を書いてもらった。また、

事前には礼拝において人権に関するお

話を人権主任にしてもらった。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化共生が言われる中、現実

の世界で色々な立場、特に国籍

が違う者を認める大切さを再

認識するよい機会となった。 

生徒からの感想も率直なもの

で好感触であった。今後もさま

ざまな啓発を続けていきたい。 

啓発文書の作成 

 

 

 

大切なことをわかりやすく

伝えていく。 

 

 

・人権講演会にあわせて講演会の予告を

『チャペルニュース』に掲載した。 

 また、生徒のミニ感想文を機関誌『青

谷』に載せ、紹介した。 

Ａ 

 

 

 

今後もよりよい形で、啓発活動

を続けていきたい。 

 

 

教職員向けの人権研修

の企画立案 

 

 

 

教育を行う上で大切な人権

感覚を養うことができるよ

う企画立案する。 

 

 

・教職員人権研修会として、8/30 に李洙

任(ｲ ｽｲﾑ)先生に、2/21に徐民夫先生に講

演会をして頂いた 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

両講師共、実際の民族差別に関

する様々な実例を挙げ、分かり

やすく国籍が違う者を認める

大切さを教えてくださった。 

宗教教育に

関するプロ

グラム実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な場面で行う宗教

教育プログラムの企画

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

キリスト教に対する興味 

や関心を持たせるととも

に、さまざまな人との関わ

りに共感することができる

ようなプログラムを企画・

立案する。 

 

 

 

 

 

・例年、8月 5日～6日に神戸教区主催の

広島平和礼拝に参加するプログラムを

企画していたが、今回も中止となった

ため、聖ミカエル教会にて「広島平和の

祈り」を企画し、参加生徒を募って行っ

た。中学生 1名高校生 2名が参加した。 

・2学期・宗教週間後、広島女学院が行っ

ている核廃絶の署名活動を支援するた

め、全校生徒に署名用紙を配布し協力

を呼び掛けた。 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少しでも多くの生徒が参加し

てくれるよう、今後も情報宣伝

活動を積極的に行い、生徒の参

加を促していきたい。 

 

 

 

 

 

 

啓発文書の

発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『青谷』の発行 

 

 

 

 

キリスト教に関連する意見

や思いだけでなく、幅広く

教職員・生徒の思いを収集

し編集していく。 

 

・今年度末での退職者をはじめ、さまざま

な方々に広く原稿依頼を行った。 

・生徒の感想なども取り入れた。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

原稿は集まったが、偏りが出来

てしまった。宗教部の活動を広

く教職員で共有できるよう、内

容も含め今後検討をしていく。 

『チャペルニュース』

の発行 

 

 

定期的に発行し、宗教部の

行事や活動を報告する。 

 

 

活動写真などもおりまぜ合計 6 回、発行

した。 

 

 

Ａ 

 

 

 

活動報告だけではなく、広く

様々な記事を掲載し、親しみや

すい刊行物としていきたい。 

「聖句」の教室掲示 

 

 

 

 

 

教室掲示により聖書に親し

み、多くの箇所を紹介する。 

 

 

 

・年間聖句および、5月から月 1回の発行

を目標に書道部に依頼し、合計８回、各

教室と廊下、体育館、事務室前、バス道

掲示板等に掲示した。 

・聖書の箇所の解説をチャプレンに依頼

し、聖句と共に掲示した。 

Ｂ 

 

 

 

 

 

予め一年間の聖句を書道部に

渡すことができた。 

今後も適切な聖句を選び、生徒

に紹介していきたい。 

 

 

関連諸団体

との連携 

 

 

 

献金・人的支援・その他 

 

 

 

関連諸団体及び彼らが関わ

っている現場の状況を把握

し、適切な支援を考えてい

く。 

 

・東日本大震災の被災地支援（磯山聖ヨハ

ネ教会・磯山みかんの会） 

・広島で平和活動を行っている平和のた

めのﾋﾛｼﾏ通訳者ｸﾞﾙｰﾌﾟへ・シュモーに

学ぶ会へ献金をおこなった。 

Ａ 

 

 

 

 

特別礼拝、クリスマス礼拝の講

話者に関わる施設をはじめ、必

要とされる場所に献金、人的支

援ができるようにしていきた

い。 

  

総務部 （Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

総務部 住所管理 個人情報の管理 住所等個人情報を正確に把握

する。 

年度初めに各担任を通じて住所等の確認

を行った。変更の書類が来た際は写しを取

り、ストックした。書類は事務所の担当が

打ち込み、随時、総務部でチェックした。 

個人情報流出防止に細心の注意をした。 

B 事務室から受け取った写しを

整理する。 

住所録作成時のミスがないよ

うにダブルチェック体制をと

る。 

 

校内施設 

・ 

各教室の管理 教室の机・椅子の数等を把握

する。 

 

施設管理職員と連携し、不良品や修理の必

要なものを適宜交換した。 

Ｂ 全学年分を入れ替えることを

めざして導入計画を立てる。 

多数の机を移動する行事が終

了した直後に教室の点検をす

る。 

空き教室の有効利用 放課後校内で行われている活

動（部活動・補修など）を掌

握する。 

通常利用一覧表を掲示し、月別の放課後教

室利用を共有のエクセルシートに、使用者

に入力してもらった。 

Ａ 通常活動場所一覧の更新を定

期的におこなう。 

クラス数減少に伴い、長期にわ



長期休暇中の教室利用を調整

する。 

利用頻度が高い場所については、校内イン

トラネットを活用して予約が重ならない

ようにした。長期休暇中については、事前

に教室使用希望調査をおこない、調整し

た。 

たり使用頻度が低くなってい

る教室等の有効利用を検討す

る。 

施設使用状況の把握 校内施設の使用状況を各部署

に連絡する。 

月末に職員室、事務所、施設管理職員、守

衛の４部署に翌月の使用状況一覧を配布

し、周知をはかった。 

 

A 校内イントラネット及び会議

録によって、なるべく早い時期

に各部署の利用予定を掌握す

る。 

不良箇所の補修 事務部・施設管理係との連携

を心がけて速やかに対処す

る。 

できるだけ早く施設管理職員に連絡を取

るようにした。必要な場合には業者に修理

を依頼してもらった。 

 

Ｂ 定期的に、校内の点検・見回り

をする。 

各学年と連携し、早めに状況を

把握する。 

備品 校具・消耗品・清掃用具

等の購入・分配 

清掃用具・備品の補充、補修

を適宜行う。 

生徒の清掃に関わる品物を総務部が購入、

必要に応じて分配した。 

Ａ 定期的に在庫の点検をして、計

画的にまとまった量を購入す

ることで、コストダウンに心が

ける。 

事業系ゴミの排出 ゴミを分別回収する。学校を

清潔にするように努める。 

指定ゴミ袋に分けて排出した。古紙類・ペ

ットボトルなどは業者に回収を依頼した。

産業廃棄物などは業者にたびたび依頼し

て排出した。 

Ｂ 紙類の無駄が出ないように工

夫する。 

ＩＣＴディバイスの活用によ

り印刷を削減し、紙類の使用を

減らす。 

その他、ゴミの削減に努める。 

広報 ホームページ 

（学校の広報） 

分かりやすく、情報を探しや

すい内容になるように努め

る。 

定期的に更新する。 

全面的なリニューアルを行

う。 

各学年や記録係との連携をすすめ、学校行

事など内容をできるだけ早く更新した。 

情報を見やすくすることを心がけた。 

SNSの活用を開始した。 

10 月 1 日をリニューアル日と設定し、制

作した。更新の頻度をあげた。 

緊急・災害時の対応も整理した。 

A 学校活動の活発さをより効果

的に発信する対策・方法を工夫

していく。 

 

ハンドブック 

（校内のルール・約束

事の周知） 

現状に合うように加筆・訂正

する。 

各部署に原稿の作成（訂正）を依頼し、３

月中旬に納入できるよう努めた。 

Ａ 変更点や追加点はハンドブッ

クに関わるかどうか、その都度

確認する。 

学校報 

（一年間の学校の記

録） 

記録として分かりやすい内容

にする。 

１年間の正確な記録を集め、一学期末の発

行に努めた。 

Ａ 写真等を積極的に活用する。 

各学年に積極的に働きかける。 

資料 写真などのデータの一

元化、資料の整理・保存 

学年で撮影した写真のデータ

を集約する。また、資料を計

画的に保存する。 

写真データ収集を各学年に依頼した。 

 

B 古い資料の整理を進め、系統的

な整理に努める。 

今後の資料の整理・保存につい

ても検討する。 

総務・渉外 式典・学校行事 職員との連携をはかりつつ、

会場等の準備を適切に進め

る。 

設営等は職員にあらかじめ依頼内容を添

付し、作業してもらい、終了後点検を行っ

た。 

Ａ 設営作業がスムースに行くよ

うに式典前の施設利用に気を

配る。 

バザー 

※「奉仕活動の日」とし

て行った。 

学年やクラス単位で独自の社

会貢献を考え取り組む。 

従来のバザーは感染症の影響で中止とし、

「奉仕活動の日」として、近隣の清掃活動

や SDGs 関連の取り組みなど、学年ごとに

計画した活動を実施した。 

B 年度途中の提案、計画、実施と

なったため、取り組みにくかっ

た面があった。今後、新しい行

事としての可能性を考えてい

く必要がある。 

緊急連絡システム 休校などの緊急連絡が円滑に

回るよう努める 

各学期にテストメールを配信した。 

必要な場合、メールによる緊急連絡を実施

し、未到達者に対しては、電話で連絡した。 

Ａ 配信エラーとなる者に対して、

対処マニュアルを配布し、再設

定をお願いした。 

 

進路指導部 （Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評

価 

改善策・向上策 

  

進路指導体制の充実 

目標や夢を持つことと、目

標達成に向けて努力してい

くことの大切さを伝える。 

卒業生・外部講師による講話や高３生

徒による進路ライブなど、生徒に考え

させる機会を作る。 

B 

2021年度卒業生には進路アド

バイザーとして多く登録して

いただいたので卒業生も積極

的に活用できるよう環境整備

していく。 

  
中高６年間のそれぞれの発

達段階に応じ、進路指導部

と学年が連携しつつ、体系

的な進路指導を実施する。 

各学年の進路指導部の教員を中心に、

進路指導部の体系的な指導の実現を図

る。 

B 

各学年の進路指導部員を中心

に、部との連携を持って、年間

計画を進めていく。 



 

自習室を積極的に活用でき

る様にする。 

 

 

各クラスで自習室の利用の仕方ならび

に積極的に活用するよう生徒へ周知す

る。 

C 

生徒への周知不足による活発

な活用ができなかったことを

ふまえ定期的にアナウンスし

ていく。 

進 進 

 

 

 

 

進学指導の充実 

総合的な学習を利用して、

学問・大学研究をし、高校卒

業後の進路について早期か

ら考える。 

高１総合探究の時間をはじめ、進路学

習を系統的に行う。中３や高２の総合

の時間も生かして、継続的な進路学習

を行う。オンラインでのガイダンス等

も活用する。 

B 

COVID-19の影響が続く中での

効果的な進路研究の方法につ

いて検討する。 

路  路 

実力考査の定期的に実施

し、進学指導に生かす。 

実力考査および、高校生のための学び

の基礎診断（スタディーサポート）を実

施する。 

B 

今後に向けて実力考査の方向

性は確認できた。しかし進路

指導に有効に生かしていく方

法について検討する。 

指 指 

実力考査の計画的な実施。 

高校３学年の実力考査を、春の段階で

進路指導部が、時期と業者を決めて学

年に伝える。 

B 

採用した実力考査が本校の現

状に合っているか、常に点検

していく。 

大学入試制度改革への対

応。 

情報収集に努め、生徒保護者集会など

を用いて説明する。教員への情報提供

も行う。 

A 

新課程入試に向けて引き続き

情報収集と情報提供に努め

る。 

導  導 

キャリア教育の充実 

受験指導だけではなく、大

学のさらに後の社会での生

き方を考える機会を与え

る。 

Blue Earth Projectチーム Yの高 1で

は「気候変動」をテーマに全国の Blue 

Earth Project 参加生徒とオンライン

でエコブース企画を相互プレゼンをし

た。高 2では「生物多様性」をテーマに

全国の水族館にインタビューをして啓

発動画を製作し、東京湾大感謝祭やグ

リーンチャレンジデイの web ページで

発信した。また、11 月には神戸どうぶ

つ王国で 2 年ぶりの対面イベントを実

施した。 

B 

コロナ禍の中でもオンライ

ンシステムを活用した活動

ができ、コロナの感染状況が

落ち着いた間隙を縫って 2

年ぶりに対面イベントがで

きたが、本来の活動目標とす

る啓発活動（アウトプット）

がコロナ禍により十分には

行えなかった。オンラインス

キルも生かしつつ、次年度こ

そは対面イベントの実施が

待たれる。 

部 部 
社会や自然とのつながりを 高 3では「海ごみ削減」をテーマに、須 B 本来の活動目標とする啓発



実感しつつ、その後の人生

で生きていく力につながる

ような気付きの機会を与え

る。 

磨海岸でビーチクリーンイベントをし

たり、マイボトルを気軽に持ち歩ける

ライフスタイルを目指して給水キャン

ペーンを阪急西宮ガーデンズの飲食店

に協力依頼をしたりした。イベントは

校内でステージ啓発とブース啓発をし

た。 

活動（アウトプット）がコロ

ナ禍により十分には行えな

かった。高 3から初めて活動

を始めた生徒に対して集中

的にスキルアップを図るこ

とや、リーダー集団へのリー

ダーシップの育成等、これま

で以上に手厚い指導の模索

をしたい。次年度こそは対面

イベントの実施が待たれる。 

 

入試広報室 

（Ａ よくできた Ｂ できた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった） 

領域 対象 評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

入 

 

 

試 

 

 

広 

 

 

報 

 

 

室 

 

 

生徒 

 

募集 

 

 

 

 

 

 

関連 

 

事項 

オープンスクール 

 

小学生・保護者が本校の教育活動

を体験・見学することで本校入学

を志望するようにし、併せて入試

に向けての学習動機付けとする。 

感染症に気をつけながら、一部内容

を変更して実施。 

Ｂ 他校の説明会・イベントと日程

が重複しないよう注意する。 

中学校説明会 主に小学６年生保護者に対して入

試の詳細について伝達し、併せて

受験意志を固めさせる。 

９～１１月に３回実施し、本校の教

育内容を的確に説明した。毎回、紹

介する内容がかわるようにした。 

Ｂ ２回目、担任教員・保護者の方・

卒業生の話。 

適切な時期を検討する。 

授業見学会 授業の様子を見ていただく。 松蔭独自の授業をご見学いただくよ

うにした。中学と高校にわけて実施。 

  Ｂ ＨＰなどで、授業見学会を実施

していることをより知ってい

ただく。 

クリスマスの集い 冬のオープンスクール的イベント

として小学生・中学生に本校のキ

リスト教主義学校としての雰囲気

を体験してもらう。 

小学生・中学生のみなさんに楽しん

でもらうこと、が一番の目的。その

ために、事故がないように注意した。 

Ａ 演劇部を中心に、多くの生徒の

活動を紹介した。 

入試結果報告会・学校説

明会 

６月の芦研模試会場で、松蔭での

学校生活を知っていただくために

説明会を実施した。 

早い時期から松蔭に興味を持ってい

ただき、オープンスクールにご参加 

いただけるようにする。 

感染症のため芦研模試は中止 

  Ｂ ご参加いただいた方がお知り

になりたい内容を的確に説明

する。 

外部説明会 遠方にお住まいの方に、松蔭のこ

とを知っていただく、興味を持っ

ていただく。少人数できめ細かく

対応する。 

１０月・１１月に宝塚・明石・西神

南・阪神西宮・三田で実施。 

通学方法や定期代など、より具体的

な説明をした。 

 Ｂ なるべく日曜日に実施した。 

個別相談会 入試直前の１２月に校内での説明

会を企画し、受験生・保護者への

最後のアピールを行い、志望校未

定者を志願、受験につなげる。 

個別ブースを設置。 

ご希望の方には校内をご案内。 

 Ｂ この時期には併願校をご検討

する方がいらっしゃるのでつ

づけていきたい。 

学外のブース式説明会 主に保護者の方からの質問に効果

的に答え、ご来校いただけるよう

にする。 

疑問・質問に対して的確な説明を心

がけた。 

Ｂ 保護者の方と直接話す機会を

増やして、現場教員の「顔」が

見えることをより可能にして

いく。 

多くの説明会で来場者数が減

ってきている。 

学外の講演形式説明会 受験意欲を喚起し、校内での様々

なイベントへの参加を促す。 

３月に「神戸東地区４校合同説明会

（神戸海星・甲南女子・親和・松蔭）、

１０月にプール学院・松蔭 塚口合

同説明会を実施。 

Ｂ 他校との合同説明会では、松蔭

の特色が際立つプレゼンテー

ションを目指した。 

ＥＬＳ講座 ２ストリーム制の設置に伴い、校

内で小学生対象の英語講座を設置

した。 

２つのレベルを設定し、幅広くご参

加いただけるようにした。 

 Ａ 講座参加児童の入学も増えて

きた。より参加者数を増やし受

験に結びつけたい。 

個別の学校案内 個別に案内する機会を持ち丁寧な

応対によって教育活動を紹介す

る。 

訪問者に対する学校側の窓口として

適切な応対を心がけた。 

Ｂ 個別見学の申し込みをしやす

くするよう、ＨＰなどで呼びか

ける。 



オンライン個別相談会 感染症のため外出を控えておられ

る方にも松蔭の教育内容を知って

いただき、ご相談できるようにす

る。 

感染症の影響ではじめる。申込制で

ZOOMを使って個別のご相談 

Ａ 年間を通じて複数回実施、ご参

加数は多くはないが、一定数の

お申し込みはあった。 

プレテスト 

プレテストアドバイス

会 

入試本番へ向けての練習として、

また、松蔭に興味をもっていただ

く機会として実施する。 

アドバイス会でフォローすることに

より、受験へ向けての不安な気持ち

を和らげる。 

Ｂ 多くの方に受験していただけ

るよう対策を考えたい。 

課題図書プレゼン入試

説明会・課題図書プレゼ

ン練習会 

新規で実施する、課題図書プレゼ

ン入試の説明会を９月・１２月に

２回、本番へ向けての練習会を１

２月に実施。 

入試の内容をわかりやすく説明。入

試へ向けてどのような準備をすれば

いいか、できるだけ具体的に説明。 

Ｂ 課題図書プレゼン入試を実施

していることを多くの方に知

っていただく。 

英語面接練習会 英語入試（GS）での受験をお考え

の方に、より受験の意欲を持って

いただけるようにする。 

本番と同じ形式で個別に面接を実

施、同時にアドバイスをする。 

Ａ ２回に分けて実施 

オープンハイスクール 中学生・保護者が本校の教育活動

を体験・見学することで本校入学

を志望するようにし、併せて入試

に向けての学習動機付けとする。 

オープンスクールと同時に、 

はじめて実施した。 

Ａ 今後、オープンスクールと別日

程での開催を検討する。 

高校入試説明会 

高校入学相談会 

高校入試についての説明、また、

松蔭を知っていただくための説明

会。 

制度を詳しく説明した。特に途中入

学への不安について。在校生と話を

する機会を設け、直接、細かなご質

問をしていただけるようにしたい。 

Ｂ 感染症のため、在校生と個別に

対面でお話しいただく機会を

あまりつくれなかった。 

学校案内冊子など 教育内容、卒業後のイメージを的

確に伝達できるようにする。 

現在の教育活動や校風が的確に表現

されるようにした。 

Ｂ 撮影の機会を多く設けること

ができなかった。 

中学受験雑誌記事など 松蔭での教育活動を的確に伝達す

る。 

記事原稿作成に協力した。 Ｂ 積極的な広報を行う。 

新聞雑誌記事掲載など 松蔭での教育活動の紹介と入試関

連日程の紹介。 

教育活動の紹介手段の１つと 

して掲載した。 

Ｂ 積極的な広報を行う。 

新聞雑誌広告・看板 松蔭での教育活動の紹介と入試関

連日程の紹介。 

２系統のバス、阪神電車、山陽電車 

北神急行に広告を出した。 

 Ｂ より効果的な広告を検討する。 

 

学校ホームページ 入試広報活動の一環として受験を

検討する資料となるような内容を

提供する。また入試広報イベント

の告知・申し込みなどに活用する。 

入試関連情報・イベント日程などを

掲載した。 

Ｂ 外部説明会など細かく情報を

出した。ＨＰリニューアルに 

より観ていただきやすくなっ

た。 

ノベルティーグッズ等 小学生・中学生が魅力を感じるグ

ッズを提供する。 

巾着袋、ファイルを卒業生にデザイ

ンしてもらった。 

Ｂ 松蔭の特色に合致したグッズ

で、小学生・中学生に喜んでも

らえるものを検討する。 

塾訪問 塾の先生方との関係を深め、より

多くの塾生に松蔭を知ってもら

う。 

年間を通じて複数回の訪問を実施し

広報・入試相談を行った。 

Ｃ 引き続き訪問活動をすすめる

が、ただ訪問するだけでなく、

内容を伴ったものにする。 

中学校訪問 松蔭が高校入試を実施しているこ

とを多くの先生方に知っていただ

く。 

高校入試用にチラシ、ガイドを作成。 

女子生徒への配布を依頼。 

Ｂ 今年から併願入試を実施、来年

からのコース募集にむけて、よ

り認知を拡げる。 

公立中学校の先生方対

象、私立高校説明会 

松蔭の高校入試の概要を知ってい

ただく。 

１０月に神戸市、加印地区の説明会

に参加した。 

Ｂ 他の地区でも説明会があれば

積極的に参加したい。その後の

中学校訪問につなげたい。 

学外教育機

関への広報 

塾対象説明会 教育内容を説明し、通塾生、その

保護者の方に松蔭を知っていただ

く。 

９月に実施。 

ストリーム制、高校入試について説

明。 

Ｂ ご参加人数が減少してきてい

る。塾の先生方にも興味をもっ

ていただけるように工夫した

い。 

模擬試験会場 受験生・保護者の方に松蔭を知っ

ていただく機会とする。 

感染症の影響で２回とも中止。  プレテスト同様、入試本番に近

い形で受験できるようにする。 

 

読書運動委員会・図書館 

（ Ａ よくできた  Ｂ できた  Ｃ あまりできなかった  Ｄできなかった ） 

領域 対

象 

評価項目 実践目標 実践内容 評価 改善策・向上策 

図 

書 

教 

育 

 

 

 

 

 

 

 

 

読

書

指

導 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が読

書の習慣

を身につ

け る よ

う、指導

する。 

 

全校読書運動（第 52回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読書運動委員会で今年度の全校テ

ーマ を決める。2021年度は「希

望」。 

・テーマにそって、各学年で具体的

な課題を考案。 

・教員による推薦図書リスト、紹介

文をプリントにして配布。 

・生徒たちは、プリントを参考に本

を読み、夏休みの宿題として学年

ごとに設定された課題に取り組

んだ。 

・優秀作を図書館に展示。 

 A 今年度のテーマは「希望」。 

委員の教員が会議で話し合い、

「コロナ禍で種々の変化に振り回

され、大変な状態が続く昨今。一

方で、人と人との絆・世界融和を

夢見て閉塞感を打ち破る新しい風

を期待して、活路を見出そうとす

る気運も高まってきている。この

ような時代であるからこそ、読書

を通じてそれぞれの夢や『希望』

を見つけ、力強く自立した生き方

をしていく契機にしてほしいと思



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書感想文作成 

 

 

 

 

 

 

・図書館展示終了後、優秀作をポプ

ラ社の POPコンクールへ応募。 

・国語科の取り組みとして、各学年

で課題図書を決め、感想文を書か

せた。今年度も、感想文の書き方

について授業でも取り組んだ。授

業後生徒たちは、４００字程度の

下書きを作成、提出し、授業担当

者がアドバイスを書き込んで返

却した。 

・感想文を校内読書感想文コンクー

ル出品作として扱い、優秀作、佳

作に選定された作品を 11 月アセ

ンブリーで表彰。 

各学年の最優秀作品は、第 49 回

兵庫県私学読書感想文コンクー

ルに出品。今年度は、中学：入選：

2作、佳作１作。高校：入選２作、

佳作 1作。 

入選の高校 3年生の作品は、第 67

回兵庫県コンクール応募作にも

選ばれた。 

・第 52回全校読書運動冊子（読書運

動の報告、読書感想文コンクール

優秀作等を記載）を作成、配布し

た。 

う。」などという理由で、このテーマ

に決定した。様々な形で「希望」を

感じ取ることのできる推薦図書リ

ストが完成し、全学年共通の「POP作

成」の課題も、各学年段階に応じた

優秀作が提出された。 

しかし一方で、読書に興味を持て

ない生徒も少なくはない。一人でも

多くの生徒が読書に対する興味を

持てるように、今後も継続して教職

員の協力を求めたい。具体的には、 

・日常的な推薦図書の紹介等、読書

指導の推進。 

・個人の嗜好に合わせた情報の発

信。 

・読書感想文、書評等の書き方の指

導の充実。 

・読書運動冊子の活用法の検討。 

ゴールドカード・プラチナカ

ードの表彰 

 

その他 

・この１年間に 50冊以上図書館

の本を読んだ生徒にゴールドカ

ードを授与、２月アセンブリーで

表彰（賞状とブックカバー） 高

校でさらに 50冊以上読んだ生徒

にプラチナカードといつでも１

０冊借りられる特典と図書館ク

リアファイル授与 

 

Ａ 
今年度プラチナカード授与者は

1名。ゴールドカード授与者は中

学２名、高校１名。うち 2名はサ

タデーライブラリー出身。たく

さん本を読んだ生徒を表彰した

り、自分が読んだ本を確認させ

たりすることで、読書に対する

興味をかきたてたい。左の取組

みは、今後も継続。 

 

生徒が図

書館を有

効に利用

できるよ

う に す

る。 

 

生徒がメ

ディアリ

テラシー

を身につ

けられる

ようにす

る。 

総合学習等の調べ学習の際の

利用。 

授業での利用。 

 

 

 

 

 

・各学年の総合学習のテーマに

応じた関連図書をコーナーにま

とめて展示。必要時には司書が説

明。              

・授業での利用 Ｊ２＆Ｊ１Ｇ

探究「情報検索と著作権」Ｈ３総

合学習「小論文資料集めの方法」

ほか                  

・Ｊ２家庭科「絵本の帯づくり」     

・Ｈ１選択美術「クリスマスの絵

をさがす」            

Ｂ 
各学年・各教科とのさらなる密

な連携を図り、要望に応えるた

めの工夫をする。教員側の意識

をさらに高めることが課題。多

くの教員が図書館に頻繁に来

て、本を使った授業の工夫も行

うよう促したい。 

 



・要請のあった教室へ、必要図

書・関連図書の出前（ぴえんの研

究）      

・図書や資料の見つけ方、調べ

方・マナーも含めてプリントに

し、配布。 

  図書館利用のルールの理解、

遵守。 

 

 

・新入生、転入生に対して、オリ

エンテーションを随時実施。 

・日常的な利用に際して、きめ細

かい指導を実施 

 

Ａ 
時間不足なので自習時間等別の

時間を見て補う。 

 

広報等 

 
図書館情報誌「はと時計」を発行。

本の紹介をはじめ、各種イベント

の案内。今年 7月から classiに

新着図書一覧と、はと時計を配信

することに。 

・絵本ボランティア、読書みくじ

等の各種イベントを実施。 

・高３三学期有志参加プログラ

ムの一環として司書体験 

・チャリティブックバザーの実

施。今年は classiで呼びかけて

保護者の参加も。売上げ全額をチ

ャリティに。       

・ 図 書 館 の 公 式 twitter 、

facebook instagramのアカウン

トを開設（SNS運用方針を作成・

決定後） 

 

Ａ 
「はと時計」の益々の充実を目

指す。積極的に楽しく読書活動

ができる機会をさらに作りた

い。 

 

選

書 

係による

選書 

生徒、教職員に必要とされる

図書の充実。 
係による定期的な選書を実施・生

徒からのリクエスト本について

随時審議。 

 

Ａ 
３年連続でジュンク堂への見計

らい選書が実施できていない。

より多くの教職員からのリクエ

ストが望まれる。さらに幅広い

選書を目指す。 

 

 

 


